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患者に聞こえを確認しながら施術 甲状腺エコーで検査
する瀧重成副院長

新
型
の
Ｃ
Ｔ
。被
曝
量
は
従
来
の
７
分
の
１

先端機器を完備したオペ室

医
療
法
人
社
団
桂
翔
会

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
中
央
２
条
５
丁
目
Ｄ
Ｕ
Ｏ
２ 

４
階

☎
０
１
１・８
０
１・４
１
３
３  https://keirin-entsurge.com

/

桂
林
耳
鼻
咽
喉
科
・
中
耳
サ
ー
ジ
ク
リ
ニ
ッ
ク

慢性中耳炎・難聴

　

人
類
に
と
っ
て
会
話
は
最
も
重
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
。
難

聴
を
患
え
ば
会
話
が
ま
ま
な
ら
ず
引

き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

難
聴
に
は
加
齢
が
原
因
の
老
人
性

難
聴
の
ほ
か
に
、
慢
性
中
耳
炎
や
外

耳
狭
窄
症
、
真
珠
腫
性
中
耳
炎
、
耳

小
骨
奇
形
と
い
っ
た
病
気
が
原
因
の

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
老
人
性
難
聴
以
外

　

ま
ず
は
聞
こ
え
の
悪
さ
の
原
因
を

特
定
す
る
こ
と
が
治
療
の
第
一
歩
。

そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
が
、
局
所
麻

酔
下
で
お
こ
な
う
「
耳
鏡
下
耳
内
耳

科
手
術
」
の
体
得
者
で
あ
る
桝
谷
将

偉
院
長
だ
。「
仙
台
・
中
耳
サ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
」
の
湯
浅
涼
医
師
に
師
事

し
、
道
内
で
唯
一
、
こ
の
術
式
を
自

分
の
も
の
に
し
て
い
る
。

　

全
身
麻
酔
下
の
も
と
、
１
～
３
週

間
ほ
ど
の
入
院
が
必
要
と
な
る
一
般

的
な
難
聴
手
術
に
対
し
、
そ
の
日
の

内
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

特
長
。
入
院
に
躊
躇
し
て
治
療
を
諦

め
る
必
要
は
な
い
。

　

耳
の
裏
側
を
４
㌢
ほ
ど
切
開
す
る

従
来
の
手
術
に
対
し
、
顕
微
鏡
下
で

耳
鏡
と
呼
ば
れ
る
特
殊
器
具
を
使
用

し
、
耳
の
内
側
か
ら
患
部
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
こ
の
術
式
は
、
耳
の
深
部

を
６
～
７
㍉
ほ
ど
切
開
す
る
だ
け
で

済
む
。
手
術
時
間
も
従
来
式
よ
り
短

歳
以
上
だ
と
１
万
８
０
０
０
円
程
度
。

試
す
価
値
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

瀧
重
成
副
院
長
は
口
腔
内
や
の
ど

の
疾
患
全
般
に
対
応
。
舌
が
ん
や
咽

頭
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
な
ど
甲
状
腺

疾
患
や
頭
頸
部
腫
瘍
の
治
療
に
も
豊

富
な
実
績
が
あ
る
。

桝
谷 

将
偉
院
長

ま
す
や
・
ま
さ
よ
り
／
２
０
０
６
年
旭
川
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
後
、

道
内
基
幹
病
院
に
勤
務
。
10
年
北
海
道
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外

科
学
入
局
。
そ
の
後
函
館
中
央
病
院
医
長
、
仙
台
・
中
耳
サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

勤
務
な
ど
を
経
て
16
年
開
業
。

日
帰
り
で
難
聴
を
治
療
。会
話
で
き
る
喜
び
を
再
び

は
手
術
で
治
す

こ
と
が
可
能
で

あ
り
「
年
の
せ

い
だ
か
ら
」
と

自
己
判
断
す
る

の
は
早
計
だ
。

が
ら
、
患
者
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
聞

こ
え
の
状
態
で
手
術
を
終
え
ら
れ
る

と
い
い
、
再
手
術

を
強
い
ら
れ
る
可

能
性
は
激
減
す
る
。

　

費
用
面
の
負
担

も
少
な
い
。
保
険

適
用
で
、
さ
ら
に

高
額
療
養
制
度
を

利
用
す
れ
ば
、
70

く
、
患
者
の
負
担
は
少

な
い
。

　

局
所
麻
酔
下
の
た
め
、

患
者
に
聞
こ
え
を
確
認

し
な
が
ら
手
術
を
進
め

ら
れ
る
の
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
。
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
な


